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平成29年出初め式（七尾市第二消防団）
　１月７日（土）、中島地区コミュニティセンター前において、七尾市第
二消防団の平成29年出初め式が行われ、田鶴浜地区と中島地区から
９つの分団が集まり、消防ポンプ車による一斉放水が行われました。
　消防団員は、普段自分の仕事を持ちながら 火災等があったとき
にはいち早く現場に駆け付け、消火活動等にあたっています。日ご
ろから、「自分たちの町は自分たちで守る」 という精神に基づき、 
地域の安全と安心を守っている消防団員のみなさん、今後ますます
活躍されることを期待します。



その他　主な議案

［議案第122号］

●消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部改正
　※  和倉分署と徳田及び田鶴浜分遣所を統合する施設の名所
を「和倉消防署」とする。

［議案第100号］平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）

●臨時福祉給付金支給事業費 ……………1億8,970万6千円
　※  消費税率引き上げによる影響緩和のための臨時的な給付
措置（支給者1人につき15,000円）

●県営圃場整備事業費 ……………………1億1,726万4千円
　※国の補正予算対応による事業費の増額など
　　 上町浜田地区、白浜深見地区、北免田上畠地区、
　　 高階第2地区、町屋鳥越地区、飯川地区、下地区、
　　 能登島向田地区、伊久留地区の圃場整備事業

●  七尾市農業委員会の選挙による委員の定数及び
　選挙区設定に関する条例の全部改正
　※  農業委員の選出方法が公選制から市長の選任制に改めら
れたことによるもの。

［議案第119号］

●七尾市コミュニティセンター条例の一部改正
　※  袖ケ江地区、徳田地区、和倉地区、北大呑地区で新たにコ
ミュニティセンターを設置するため。

［議案第116号］

●七尾市立学校設置条例の一部改正
　※  徳田小学校と高階小学校が統合することにより学校名称
を「朝日小学校」とする。

［議案第117号］

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　七尾市議会第４回定例会は、12月５日（月）から12月20日（火）までの会期で行われました。初日、提
案理由説明に先立ち、不嶋市長より２期目の市政運営の基本方針が述べられました。
　今定例会において、一般質問として12名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）など議案25件が市長より提出さ
れ、審査の結果、全ての議案は可決されました。また、意見書提出による議会議案４件についても可決さ
れました。なお、最終日には追加の同意案６件も提出され、いずれも同意されました。
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12月定例会の概要

［議案第100号］
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）

●  ふるさと納税推進事業…3,094万9千円
　※当初の予想を上回る納税寄付者に対して、
　　返礼品の増加を行うもの
　　（報酬品購入費、郵送料、システム利用料など）

「ふるさと納税」寄付者への返礼品を増加！

ふるさと納税返礼品の一部ふるさと納税返礼品の一部

建設中の和倉消防署建設中の和倉消防署
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■委 員 長／高橋 正浩
■副委員長／荒川 一義
■委　　員／山崎 智之、岡部 俊行、礒貝 和典、
　　　　　　垣内 武司、桂 撤男

地域づくり協議会等の活動状況説明地域づくり協議会等の活動状況説明
（４月・総務企画常任委員会、能登島地区コミュニティセンター）（４月・総務企画常任委員会、能登島地区コミュニティセンター）

【議案第100号】
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆ふるさと納税について

楽天トラベルでクーポン券を導入し、市内の４６宿泊施設が対象と
なっている。詳しいことを聞きたい。

クーポン券導入スタート時は、寄付金額を２万円、５万円、１０万円
の3本立てとし、返礼率４割で、２万円で８千円、５万円で２万円、
１０万円で４万円のクーポン券となる。今４６宿泊施設の中で、和
倉温泉の旅館や市内の民宿、ビジネスホテルというところを考える
と、クーポン券を使った場合にお釣りが出ないことや、宿泊費の安
い施設には対応できないこともあり、今後寄附金額に１万円を追
加することも検討している。またクーポン券は通年で利用でき、利
便性のあるクーポン券となるので、観光客からビジネスマンまで幅
広く利用してもらえるものとして期待している。

【議案第100号】
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆職員給与費について

職員給与費の実績見込みについて、かなり増減が見受けられる
が、どのような理由なのか。

人事院勧告による改訂分が考慮されているほか、基本的には人
事異動による増減である。なかには育児休業するものが出たこと
で減額になったり、３月末に自己都合退職によって減額になったり
している。

年度途中に２～３人も欠員すると、部署によっては業務に支障をき
たすことはないのか。

保育士は、臨時的任用で補充している。また、年度末に急な退職が
あったが、人事異動の発表前に退職意向が示されたため人事異動
にはなんとか反映できた。今回このようなケースが多かった。また、他
団体への派遣が3月に決まったこともあり、減額するケースもあった。

【議案第100号】
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆地域づくり協議会について

議会答弁のなかで、地域づくり協議会の法人化には、制度のすり合
わせが必要だと言っていたが、どのような制度の何がネックなのか。

地域づくり協議会のような組織が法人化に向けた制度としては、
財務関係などがかなり複雑になっていることなどから、本来地域づ
くり協議会は、小規模多機能なものと考える。小さな地域でいろん
な事業を行う小規模多機能組織というようなことで、三重県伊賀
市や名張市、島根県雲南市などの先進地４団体が、地域運営に
ふさわしいような制度を作ってもらえないかと、現在、国に提言して
おり、内閣府でも有識者会議を開いて議論を深めていると聞いて
いる。なお、現在臨時職員等を各地域づくり協議会に配置してい
るが、法人化することによってその職員の配置が難しいことも懸念
していることから、そういったことも踏まえて、どのような形がいいのか
も含めて内部で検討している。

地域づくり協議会全体の法人化はなかなか難しいということだが、
地域づくり協議会のなかの一部分の事業だけ法人化して、そこで
ビジネスを行うというのは小規模多機能にならないのか。

今の法人化は、一体型と分離型があり、一体型は地域づくり協議
会全体が法人化するもので、そういったなかでは派遣などが厳しく
なる。分離型というのは、それぞれの事業の目的に合わせて法人化
するものであるが、その地域で何をするのか、こういう方向で進もう
という地域づくり協議会の意思決定機関は法人化されるものでは
なく、その決定を踏まえて、その法人が活動するということが分離型
である。他の地域ではそういった分離型での取り組みの方が多い
のかなと思っている。

分科会分担

議案2件

委員会付託

議案10件
報告1件（議決不要）
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■委 員 長／永崎 陽
■副委員長／伊藤 厚子
■委　　員／山添 和良、大林 吉正、石川 邦彦、
　　　　　　中西 庸介、木下 孝輝

【議案第100号】
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆児童委員活動費について

児童委員活動事業費で、単価の方が引き上げられたということで
あるが、県支出金のほかになぜ一般財源からの支出があるのか。
主任児童委員の基準数というのが決まっていて、担当区域が広い
能登島地区で1名、委員1人当たりの受け持ち児童が４００人を超
える矢田郷地区で２名の合わせて３名が基準を超えて委員をお願
いしている。その方々の分が県からの交付金ではなく一般財源対
応ということで出している。

【その他】
児童生徒のインフルエンザ予防について

全国的にインフルエンザによる学級閉鎖、学校閉鎖などが問題と
なっており、事前対策が必要だと思うがどうか。
予防対策が第一と思っている。

児童に対し、予防接種券が学校から出ていると聞いているが、それ
はどのようなものか。
６歳以上の児童には、インフルエンザ予防接種の助成券を発行し
ている。

予防接種券を配布いただいているが、親の都合などによって接種
していない児童もいる。事前にしっかりと啓発をしなければならな
い。助成はしていても、子どもが多い家庭では財政的な負担も大き
いと聞いている。市として支援を考えて欲しい。（※要望のため答
弁なし）

【その他】
七尾中学校通学路について

七尾中学校の通学路に横断旗を600本配布するということだが、
どのように配布するのか。
通学路は学校で指定しており、学校へどれだけ必要なのか問い合
わせしている。地域によって均等配分ではなく、その地域ごとに必
要な本数だけ配布する考えでいる。また、狭い道路ですぐに拡幅さ
れないところは、速度規制で30キロ規制にしたり、登下校の時間
規制をしたりといったものを考えている。これは町会の了承なしで
は、警察も出来ないということなので、学校の方で町会に合意を求
めていく。

そういう準備はできるだけ早くするようにお願いしたい。横断旗も町
会の皆さんに出ていただかないと、ＰＴＡだけでというわけにもいかな
いと思うので、地域周辺の協力をお願いするように。（※要望のた
め答弁なし）

【議案第107号】
平成28年度七尾市病院事業会計補正予算（第２号）
◆訪問看護ステーションについて

訪問看護ステーションは、どういうことで収入があるのか。
訪問看護ステーションでは、患者が自宅でいろいろな医療行為を
受ける時に、看護師が直接自宅へ出向いて補助をしたり、注射、
点滴、病床の手当てなどをしたりすることを主な業務にしている。

医療行為を医師の指示で行っているのか。
医師の指示に基づいてだが、患者の状態に合わせて、自宅で暮ら
したいという方の希望に合わせて行っている。

それも、３割や１割の負担が掛かるのか。
そうである。

現在、建設中の七尾中学校現在、建設中の七尾中学校

委員会付託

議案5件
分科会分担

議案4件
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■委 員 長／木下 敬夫
■副委員長／久保 吉彦
■委　　員／佐藤 喜典、杉木 勉、高僧 弘、
　　　　　　今田 勇雄、杉本 忠一

【議案第119号】
七尾市農業委員会の選挙による委員の定数及び
選挙区設定に関する条例の全部改正について

農地利用適正化推進委員が２２名になったということだが、もし、
意欲のある人が現れた時に２２名から２５名にできるのか。２２名で
納得したと言っていたが、違った話も聞こえてくる。また、地区割の
人数は変更できるのか。
２２名の割り振りについては、農業委員会がこれから決定するので
可能である。増員については、今回条例を提出しているので、農業
委員会事務局の判断ではなく七尾市の判断ということで考えてい
ただきたい。

【議案第100号】
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆担い手育成・集落営農推進対策事業について

経営体育成促進事業費について、事前の説明の中で補助金交
付後の消費税相当額の返還が１０万１千円とあった。これについ
て、詳しい説明していただきたい。

この返還金は、農業用機械コンバイン等購入の際の消費税であ
る。経営体は、この消費税も含めて補助申請していた。本来、消費
税は国に納めるものなので、補助対象外となる。その消費税分を
返還するというものである。

返還するのは、市なのか。それとも経営体なのか。

対象の経営体から一旦、市に消費税相当額を納めていただき、市
を経由して国に納める。

【議案第100号】
平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆まちづくり交付金事業について

七尾市街地西地区まちづくり事業費だが、6,000万円の減額に
なっている。これは、用地買収がうまくいかなかったためか。

その通り。色々話し合ったが、このままにしてほしいということ。現在
は、用地買収しなくてもいいようにレイアウトしている。今回はこの
事業計画から外すことにしたので、今年の予算からは減額した。

状況が変わった場合は、減額した場所を買収して、整備する可能
性はあるのか。それとも、計画から落としてしまったのか。

今回の事業では、落とすことになると思う。今後は状況を見ながら、
取得するかしないかが課題となってくる。担当課としては取得したい
と考えている。

経営体育成支援で導入支援できる農業用機械経営体育成支援で導入支援できる農業用機械

委員会付託

報告1件（議決不要）
議案3件

分科会分担

議案4件

七尾市街地西地区まちづくり事業の一つとして七尾市街地西地区まちづくり事業の一つとして
建設された「七尾市中心街地観光交流センター」建設された「七尾市中心街地観光交流センター」
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一般質問 鳥獣対策と耕作放棄地対応について 永崎 陽議員（灘会）
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置
し
て
実
証
実
験
し
て
い
る
。②

平
成
27
年
10
月
に
「
石
川
県
イ
ノ
シ
シ
わ
な
捕
獲

マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
、全
県
的
に
こ
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。③
七
尾
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

は
市
の
職
員
が
構
成
し
、
実
際
の
捕
獲
は
石
川
県

鳥
獣
捕
獲
要
領
に
基
づ
き
捕
獲
隊
を
編
成
し
、
現

在
73
名
で
捕
獲
に
当
た
っ
て
い
る
。資
金
に
つ
い

て
は
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
委
託
費
や
捕
獲
奨
励
金
、

捕
獲
交
付
金
な
ど
資
金
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

④
狩
猟
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、
採
算
性
と
衛
生
管

理
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

獣
肉
処
理
対
策
は
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。今
後
も
羽
咋
市
と
連
携
し
て
、

羽
咋
市
獣
肉
処
理
施
設
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

狩
猟
ビ
ジ
ネ
ス
を

地
域
振
興
に
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
関
す
る
調
査

■
指
定
管
理
者
の
指
定 

■
公
共
施
設
の
管
理
計
画

一般質問 地域づくり協議会の法人化について 桂 撤男議員（灘会）
桂
議
員　

能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
た
め
に
、
現

在
、
法
人
化
を
目
指
し
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
に
関
わ
る
各
種
団
体
の
補
助
金
等
を
一
括

交
付
出
来
な
い
か
考
え
て
い
る
が
、
法
人
化
さ
れ

た
組
織
の
中
で
は
法
律
の
規
制
を
受
け
て
働
き

が
制
限
さ
れ
、
利
潤
追
求
が
で
き
ず
、
な
お
か
つ

補
助
金
等
も
出
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

不
嶋
市
長　

法
人
化
し
た
地
域
の
事
例
を
見
る

と
、
法
的
制
約
や
財
務
的
な
と
こ
ろ
も
含
め
て
い

ろ
い
ろ
と
課
題
が
多
い
が
、
国
で
は
制
度
の
検
討

を
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
注
視
し
た
い
。補
助
金

は
、
全
部
自
由
度
の
高
い
何
で
も
あ
り
の
一
括
交

付
金
と
し
て
扱
う
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
補
助
金

の
効
果
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
へ
の
補
助
金
を
交
付
す
る
と
き
に
は
色
付
け

し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。と
は

い
え
、
運
営
費
等
は
使
途
な
り
を
明
確
に
し
て
一

括
交
付
し
た
方
が
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
側
面

も
あ
る
た
め
、
そ
の
辺
の
取
り
扱
い
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。法
人
化
に
向
け
て
は
、
地
域
の
思
い

と
法
人
化
へ
の
思
い
と
が
か
い
離
し
た
形
で
は

意
味
が
な
い
。地
域
全
体
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

形
で
の
法
人
化
が
基
本
で
あ
る
。七
尾
市
は
現

在
、
法
人
と
協
議
会
と
が
２
つ
存
在
す
る
考
え
は

な
い
が
、
協
議
会
が
成
長
す
る
過
程
の
な
か
で
法

人
化
さ
れ
発
展
し
て
い
く
思
い
で
、
応
援
し
て
い

き
た
い
。

地
域
づ
く
り
で

法
人
化
を
目
指
す
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
新
設
の
基
金

■
旧
能
登
島
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用 

■
イ
ノ
シ
シ
対
策

捕獲されたイノシシ

能登島地域づくり協議会の広報紙

一般質問 七尾版総合戦略の今後の進め方について 高橋 正浩議員（礎）
高
橋
議
員　

総
合
戦
略
の
柱
の
一
つ
「
若
い
世
代

が
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
し
や
す
い
七
尾
」に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
今
後

効
果
的
な
も
の
と
し
て
子
ど
も
医
療
費
の
見
直

し
や
若
者
の
住
環
境
整
備
の
支
援
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
。ま
た
、
子
育
て
に
は
特
色
あ
る
教
育
メ

ニ
ュ
ー
も
必
要
で
あ
る
。市
長
の
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

不
嶋
市
長　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
窓
口

無
料
化
は
県
内
で
も
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
当
市

は
一
旦
医
療
費
を
払
う
こ
と
で
医
療
を
通
じ
て

子
ど
も
の
健
康
に
改
め
て
気
を
配
る
重
要
な
機

会
に
な
る
と
考
え
る
。窓
口
無
料
化
を
導
入
す
れ

ば
、
市
の
財
政
負
担
が
か
な
り
増
え
、
国
や
県
の

医
療
費
全
体
ま
で
押
し
上
げ
る
た
め
、
国
で
も
議

論
が
あ
り
、
国
の
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。住
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
、
若
者
定
住
に
向
け
て
、
結
婚
を
機
に

同
居
す
る
方
な
ど
に
対
し
て
家
の
改
修
助
成
の

制
度
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。子
育
て
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
小
中
高

連
携
に
よ
る
外
国
語
教
育
の
推
進
や
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
方
法
の
導
入
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。引
き
続
き
、
工

夫
を
加
え
な
が
ら
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
え

て
い
た
だ
く
よ
う
教
育
委
員
会
に
も
指
示
し
て

い
き
た
い
。

若
者
に
対
す
る

支
援
充
実
を
！
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一般質問 学校給食費について 礒貝 和典議員（無会派）
礒
貝
議
員　

文
部
科
学
省
は
、
給
食
費
の
徴
収
業

務
を
学
校
ご
と
で
は
な
く
、
自
治
体
の
業
務
で
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
６
月
に
通
知
を
出
し
て

い
る
。七
尾
市
で
も
学
校
と
連
携
し
て
教
育
委
員

会
が
業
務
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
未

納
者
へ
の
対
応
は
学
校
現
場
の
過
重
負
担
に

な
っ
て
い
る
。移
管
し
た
場
合
、給
食
費
が
市
の
一

般
会
計
と
し
て
扱
わ
れ
、
規
則
の
整
備
が
必
要
と

し
て
、
国
の
進
め
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
重
視
し
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、
未
納
者
へ
の
督
促
や
家
庭
訪

問
と
い
っ
た
負
担
は
小
さ
く
な
い
こ
と
も
事
実
。

学
校
の
負
担
を
解
消
す
る
た
め
に
も
業
務
の
移

管
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

近
江
教
育
長　

文
部
科
学
省
の
通
知
で
は
、
教
員

の
未
納
金
徴
収
に
対
す
る
負
担
の
大
き
さ
、
会
計

業
務
の
透
明
性
の
観
点
か
ら
、
給
食
費
の
徴
収
業

務
を
学
校
ご
と
で
は
な
く
、
自
治
体
に
移
管
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。そ
の
改
善
方
策

と
し
て
、
国
は
学
校
給
食
費
の
会
計
業
務
に
か
か

わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。今
後

は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
極
め
な
が
ら
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
負
担
を

解
消
せ
よ
！

一般質問 鳥獣被害防止総合支援事業について 杉木 勉議員（灘会）

市内で設置している電気柵

杉
木
議
員　

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業
は
、

昨
年
度
ま
で
１
０
０
％
の
国
の
事
業
で
、
各
町
会

や
生
産
組
合
等
か
ら
要
望
が
出
て
き
た
も
の
は

全
て
認
め
ら
れ
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
年
度
か
ら
国
は
半
分
程
度
し
か
認
め

て
い
な
い
状
況
と
な
り
、
イ
ノ
シ
シ
は
な
か
な
か

減
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。来
年
度
も
同
様
に
要
望

の
半
分
程
度
し
か
認
め
て
く
れ
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
七
尾
市
と
し
て
独
自
の
電
気
柵
を
設
置
す

る
た
め
の
策
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

前
田
産
業
部
長　

国
の
平
成
28
年
度
の
配
分
に

つ
い
て
は
、
当
初
要
望
額
の
約
５
割
分
の
電
気
柵

し
か
設
置
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
追
加
配

分
が
あ
り
、
要
望
額
の
約
６
割
分
ま
で
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
た
。今
後
は
、被
害
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
つ
い
て
も
国
費
ま
た
は
市
費
で
カ
バ
ー
で
き
る

よ
う
、新
年
度
予
算
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

電
気
柵
の

十
分
な
設
置
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
圃
場
整
備
事
業

■
の
と
里
山
海
道
に
お
け
る
交
通
事
故
に
対
す
る
救
急
体
制

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
子
育
て
支
援

■
農
山
漁
村
交
流

■
臨
時
職
員

■
地
域
経
済
対
策

■
産
廃
施
設

市内の学校給食

一般質問 パトリア支援について 山崎 智之議員（市民クラブ）
山
崎
議
員　

行
政
が
パ
ト
リ
ア
に
進
出
す
る
場

合
、
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

営
会
社
の
経
営
状
況
を
議
会
に
公
開
・
説
明
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
は
出
資
者
と
し
て
、
ま
た
は

進
出
す
る
立
場
と
し
て
、
そ
う
い
う
動
き
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
か
。ま
た
、
パ
ト
リ
ア
に
進
出
す
る
条
件
と

し
て
、
運
営
会
社
の
健
全
化
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
営
計
画
を

考
え
て
い
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

個
人
情
報
で
は
な
い
限
り
開
示
可

能
で
あ
る
た
め
、
今
後
議
会
が
審
議
を
深
め
る
と

い
う
観
点
で
、
直
接
パ
ト
リ
ア
を
運
営
す
る
会
社

か
ら
経
営
状
況
等
の
説
明
を
受
け
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
会
社
に
対
し
て
善
処
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。ま
た
、
経
営
計
画
に
つ

い
て
は
、
会
社
の
経
営
そ
の
も
の
は
会
社
独
自
で

判
断
す
る
こ
と
だ
と
も
考
え
る
。経
営
の
健
全
化

に
つ
い
て
は
、
会
社
が
策
定
す
る
事
業
計
画
や
資

金
計
画
な
ど
が
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
や
地

権
者
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
あ
る
意

味
で
成
否
を
握
る
思
い
も
あ
る
。市
と
す
れ
ば
、

議
会
の
理
解
を
得
て
、
市
民
の
利
便
性
が
向
上
す

る
観
点
で
ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
の
か
、
活

用
方
法
が
あ
る
の
か
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

行
政
の
パ
ト
リ
ア

進
出
は
あ
る
の
か
!?

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
駅
前
振
興

駅前商業施設パトリア
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一般質問 「青柏祭でか山」ユネスコ無形文化遺産登録成就について 木下 敬夫議員（礎）
木
下
議
員　

青
柏
祭
で
か
山
を
含
む「
山
・
鉾
・
屋

台
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。今

後
、
誘
客
の
起
爆
剤
と
し
て
、
ど
う
い
っ
た
方
策

を
行
っ
て
い
く
の
か
。ま
た
、技
術
・
技
能
の
継
承

の
観
点
で
、
修
理
・
保
存
に
関
し
て
は
国
の
支
援

や
寄
付
の
ほ
か
、
地
元
の
負
担
も
大
き
く
、
苦
慮

し
て
い
る
。今
後
の
修
理
・
保
存
の
助
成
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

不
嶋
市
長　

こ
の
登
録
を
弾
み
と
し
て
「
で
か

山
」
の
魅
力
を
世
界
に
広
め
て
、
さ
ら
に
七
尾
市

に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
で
か
山

保
存
会
や
観
光
協
会
な
ど
と
力
を
あ
わ
せ
「
で
か

山
」
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
し

て
い
き
た
い
。誘
客
に
対
し
て
、ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
も
ユ
ネ
ス
コ
登
録
さ
れ
た
こ
と
や

「
日
本
一
の
で
か
山
」で
あ
る
こ
と
な
ど
を
し
っ
か

り
明
記
し
発
信
し
て
い
く
。ま
た
、
広
域
連
携
の

飛
越
能
３
県
で
５
つ
の
登
録
行
事
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も
検
討

し
た
い
。今
後
、
祭
り
期
間
中
以
外
で
も
誘
客
に

繋
が
る
よ
う
情
報
発
信
し
て
い
く
。修
理
保
存
に

関
し
て
は
、
今
後
も
国
庫
補
助
の
事
業
採
択
を
基

本
に
考
え
、
早
め
早
め
に
対
応
し
た
い
。山
町
に

は
祭
礼
終
了
後
の
早
め
の
確
認
を
お
願
い
し
、
そ

れ
を
も
と
に
国
に
申
請
手
続
き
し
た
い
。市
と
し

て
も
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
助

成
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

で
か
山
の
魅
力
を

世
界
に
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
駅
前
商
業
施
設
パ
ト
リ
ア 

■
七
尾
城
の
整
備
計
画

一般質問 七尾中学校の自転車通学の安全確保について 伊藤 厚子議員（無会派）
伊
藤
議
員　

バ
ス
通
学
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
。ま
た
、
自
転
車
通
学
の
安
全
確
保
対
策

は
、
ど
の
よ
う
な
予
定
な
の
か
。通
学
時
間
帯
に

交
通
量
の
多
い
国
分
寺
公
園
横
の
交
差
点
に
信

号
機
が
な
い
が
、
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

通
学
路
で
路
側
帯
の
な
い
道
路
も
多
く
、
少
し
で

も
安
心
し
て
通
学
す
る
た
め
の
路
側
帯
を
引
い

た
り
、道
幅
を
広
げ
た
り
で
き
な
い
の
か
。

近
江
教
育
長　

自
宅
か
ら
６
キ
ロ
以
上
離
れ
た

生
徒
は
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う
。大
津
方

面
、
吉
田
方
面
、
若
林
方
面
か
ら
の
既
存
の
３
路

線
に
加
え
、
田
鶴
浜
か
ら
三
階
を
通
る
新
規
路
線

を
あ
わ
せ
４
路
線
を
準
備
し
て
い
る
。既
に
説
明

会
は
終
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
表
し
て
い

る
。現
在
は
、
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
案
に
つ
い

て
事
業
者
と
最
終
調
整
中
。ま
た
、
自
転
車
通
学

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
危
険
個
所
の
点
検
や
対

策
な
ど
、
七
尾
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。国
分
寺
公

園
横
の
交
差
点
の
信
号
機
設
置
は
、
現
在
要
望
中

で
あ
り
、
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
地
下
道
や
安
全
な

通
学
路
の
利
用
を
お
願
い
す
る
。路
側
帯
の
な
い

道
路
に
つ
い
て
は
、
車
道
の
幅
が
大
変
狭
く
危

険
。中
長
期
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。地
域
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
全
指

導
や
通
行
規
制
な
ど
を
実
施
し
て
、
生
徒
の
安
全

確
保
を
図
る
。

安
全
な
通
学
路
を

確
保
せ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
里
山
里
海
の
取
り
組
み 

■
市
内
図
書
館
の
充
実
と
存
続

■
子
育
て
支
援
強
化
策

でか山（青柏祭）

七尾中学校周辺の道路

一般質問 市長部局と連携した学校避難所運営 山添 和良議員（市民クラブ）
山
添
議
員　

大
規
模
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る

学
校
に
お
い
て
、
学
校
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
の
か
。学
校
を
避
難
所
と
し
た
時
、
運
営
の
主

体
は
学
校
職
員
な
の
か
、
行
政
職
員
な
の
か
、
地

域
住
民
な
の
か
。避
難
所
運
営
に
女
性
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
運
営
を
し
て
ほ
し
い
が
、
七
尾
市
は

ど
う
か
。

白
田
市
民
生
活
部
長　

避
難
所
施
設
の
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
た
が
、
学
校
に
特
化
し
た
も

の
は
な
い
。今
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
各
施
設
に
当

て
は
め
な
が
ら
対
応
す
る
。学
校
に
限
ら
ず
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
指
示
に

よ
っ
て
市
役
所
と
地
域
と
が
連
携
し
て
運
営
し

て
い
く
が
、
基
本
的
に
は
地
域
づ
く
り
協
議
会
や

町
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
の
方
々
が
主
体

と
な
っ
て
避
難
所
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。今
後
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
避
難
所
運

営
の
訓
練
を
働
き
掛
け
、
施
設
管
理
者
も
交
え
て

訓
練
を
通
じ
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を
し

て
い
く
中
で
検
証
を
行
っ
て
い
く
。ま
た
、
避
難

所
運
営
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
運
営
は

大
切
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

も
女
性
の
立
場
の
提
案
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。運
営
委
員
会
の
構
成
員
に
も
女
性

の
参
画
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
と
協
力
し
た

避
難
所
運
営
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
学
校
給
食
費
徴
収

■
除
雪
対
策

■
学
校
図
書
活
動

避難訓練時の避難所の様子
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一般質問 孤独死について 大林 吉正議員（灘会）
大
林
議
員　

今
年
度
、
県
内
で
１
６
１
人
が
孤
独

死
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
七
尾
市
で
は
何
人
孤

独
死
が
い
た
の
か
。ま
た
、
孤
独
死
を
防
止
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

県
内
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ

い
て
、
警
察
が
取
り
扱
っ
た
件
数
は
、
ご
指
摘
の

通
り
１
６
１
人
で
、
う
ち
七
尾
市
で
は
13
人
い
る

と
聞
い
て
い
る
。孤
独
死
を
防
止
す
る
に
は
、
大

変
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

に
つ
い
て
は
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、あ
る
い
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
声
掛
け
や

見
守
り
、
ま
た
協
定
を
結
ん
で
い
る
民
間
事
業
者

に
よ
る
見
守
り
な
ど
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
く
。な
お
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
で
、

万
一
の
と
き
に
で
も
早
期
発
見
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。そ
れ
ぞ
れ
地
域
で
の
体
制
づ
く
り
が
し
っ

か
り
と
で
き
る
こ
と
が
大
事
で
、
本
人
自
身
も
地

域
に
顔
を
見
せ
た
り
、
地
域
に
関
わ
っ
た
り
し
て

い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

孤
独
死
を

未
然
に
防
ぐ
対
策
を
！

一般質問 地域資源を活かした交流促進について 荒川 一義議員（礎）

ふ
る
さ
と
納
税
に

次
の
一
手
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
残
業
時
間 

■
児
童
虐
待
死

■
不
登
校 

■
全
国
学
力
テ
ス
ト

■
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス 

■
オ
ブ
ジ
ー
ボ

地域包括支援センター

ふるさと納税の一部

荒
川
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
今
は
季
節
的
に

お
歳
暮
な
ど
で
順
調
に
上
り
坂
の
よ
う
だ
が
、
全

国
的
に
や
が
て
下
り
坂
に
な
っ
て
く
る
様
子
。年

間
を
通
し
て
、
ラ
ク
ダ
の
背
中
の
よ
う
な
波
打
っ

た
ラ
イ
ン
に
な
る
。こ
の
波
を
い
か
に
抑
え
て
、

ゆ
る
く
て
も
確
実
に
期
待
で
き
る
財
源
と
し
て

の
安
定
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
か
知
恵
の

み
せ
ど
こ
ろ
。次
の
一
手
と
な
る
取
り
組
み
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

12
月
12
日
現
在
で
七
尾
市
に
ふ
る

さ
と
納
税
し
て
い
た
だ
い
た
件
数
は
、
４
，８
４

５
件
で
１
億
１
，７
０
０
万
円
強
で
あ
り
、
順
調

な
す
べ
り
出
し
を
し
た
と
思
う
。こ
れ
ま
で
見
え

て
き
た
課
題
は
、
選
ば
れ
る
返
礼
品
と
し
て
写
真

の
見
せ
方
や
組
み
合
わ
せ
の
工
夫
、
安
定
し
た
数

量
の
確
保
、
繁
忙
期
に
お
け
る
出
荷
の
対
応
の
ほ

か
、
新
た
な
事
業
者
の
参
画
と
返
礼
品
の
追
加
な

ど
も
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。引
き
続
き
、
返
礼
品
の
提
供
事
業

者
に
働
き
か
け
、
返
礼
品
の
充
実
と
と
も
に
七
尾

の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
が
12
月
１

日
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
返
礼
品
宿
泊

ク
ー
ポ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。市
内
の
46
宿
泊

施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一般質問 国民健康保険の広域化について 佐藤 喜典議員（市民クラブ）
佐
藤
議
員　

国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
が
運
営

主
体
の
た
め
、
小
規
模
な
地
域
は
財
政
が
不
安
定

に
な
り
や
す
く
、
保
険
料
の
水
準
も
地
域
間
で
格

差
が
あ
る
。自
治
体
に
よ
っ
て
保
険
料
に
差
が
あ

り
、
不
公
平
感
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

保
の
広
域
化
に
向
け
て
の
考
え
は
な
い
の
か
。ま

た
、
国
保
料
の
賦
課
基
準
か
ら
資
産
割
を
除
外
し

て
い
る
市
も
あ
る
が
、
広
域
化
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
よ
り
公
平
感
の
あ
る
賦
課
方
法
を
導
入
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
七
尾
市
の
資

産
割
賦
課
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

不
嶋
市
長　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
の
財
政
運

営
の
主
体
は
県
に
な
る
。市
は
国
保
事
業
費
納
付

金
見
合
い
で
賦
課
徴
収
し
た
国
保
税
を
県
に
納

付
す
る
仕
組
み
に
な
る
。県
は
所
得
水
準
、
医
療

費
水
準
を
考
慮
し
て
、
市
町
ご
と
に
国
保
事
業
費

納
付
金
を
算
定
し
、
納
付
に
必
要
な
標
準
保
険
料

率
を
示
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。七
尾
市
と
し
て

は
、
平
成
30
年
の
３
月
議
会
で
、
示
さ
れ
る
標
準

保
険
料
率
と
と
も
に
所
得
割
な
ど
の
被
保
険
者

の
状
況
を
見
極
め
て
、
国
保
税
率
な
ど
検
討
し
て

い
く
。ま
た
、現
在
、国
と
市
町
と
国
保
連
合
会
で

石
川
県
国
保
運
営
方
針
連
携
会
議
を
開
催
し
て

お
り
、
そ
こ
で
資
産
税
割
の
取
り
扱
い
を
含
め
、

標
準
保
険
料
率
を
賦
課
す
る
方
式
な
ど
検
討
し

始
め
て
い
る
。そ
の
進
捗
状
況
を
に
ら
み
な
が

ら
、
賦
課
方
法
や
保
険
料
率
に
つ
い
て
、
今
後
具

体
的
に
検
討
を
進
め
る
。

公
平
感
の
あ
る
賦
課
を
！

国民健康保険証のみほん

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
保
育
園
の
民
間
委
託 

■
都
市
計
画
税

■
時
間
外
労
働
削
減

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
市
政
2
期
目
の
姿
勢 

■
行
政
機
能
の
効
率
化

■
能
登
立
国
１
３
０
０
年 

■
幼
保
小
連
携
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平成28年第4回定例会採決結果一覧表

議　案　名 採決結果

議　案
第100号 平成28年度七尾市一般会計補正予算（第６号） 可決

議　案
第101号

平成28年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

議　案
第102号

平成28年度七尾市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号） 可決

議　案
第103号

平成28年度七尾市介護保険特別会計
補正予算（第３号） 可決

議　案
第104号 平成28年度七尾市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

議　案
第105号

平成28年度七尾市下水道事業特別会計
補正予算（第２号） 可決

議　案
第106号 平成28年度七尾市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議　案
第107号

平成28年度七尾市病院事業会計
補正予算（第２号） 可決

議　案
第108号

七尾市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第109号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例について 可決

議　案
第110号 市長及び副市長給与条例等の一部を改正する条例について 可決

議　案
第111号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第112号 七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第113号

七尾市特別職職員の特別退職手当に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第114号 七尾市税条例等の一部を改正する条例について 可決

議　案
第115号 七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第116号

七尾市コミュニティセンター条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第117号 七尾市立学校設置条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第118号

七尾市ひとり親家庭等医療費給付に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第119号

七尾市農業委員会の選挙による委員の定数及び
選挙区設定に関する条例の全部改正について 可決

議　案
第120号

七尾市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第121号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第122号

消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

議　案
第123号 健康増進センター「アスロン」等の指定管理者の指定について 可決

議　案
第124号 市道路線の廃止について 可決

※賛成多数の議案中、反対議員は次のとおり
　⇒　議案第109号、第110号（礒貝和典議員）
※議長は、採決には加わりません。

＝全会一致　　 ＝賛成多数　　 ＝賛成少数

議案番号 議　　案　　名 採決結果

議会議案第18号 安心な社会保障と強い地域経済を構築するための
地方財政措置を求める意見書 可決

議会議案第19号 ｢米政策改革｣に対する稲作農家の不安を払拭し経営の安定と
担い手経営の再生産の確保を求める意見書 可決

議会議案第20号 ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロック」の整備促進を
求める意見書 可決

議会議案第21号 地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書 可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。
※賛成多数の議案中、反対議員は次のとおり
　⇒　議会議案第18号、第19号（礒貝和典議員）
※議長は、採決には加わりません。

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

議案番号 議　　案　　名 採決結果

請願第６号 介護報酬の見直し・介護労働者の処遇改善と
人材確保を求める請願 不採択

※磯貝和典議員が賛成、他の議員は反対
※議長は、採決には加わりません。

今議会において、審議された同意案は下記の通りです。

議案番号 議　　案　　名 採決結果

同意案第4号 副市長の選任について ※１ 可決

同意案第5号 教育委員会教育長の任命について ※２ 可決

同意案第6号 教育委員会委員の任命について ※３ 可決

同意案第7号 監査委員の選任について ※４ 可決

同意案第8号 監査委員の選任について ※５ 可決

同意案第9号 人権擁護委員の推薦について ※６ 可決

今議会において、審議された同意案は下記の通りです。

次の者を適任者と認め同意した。
※１　副　市　長　　　　　　岡野　　崇　　氏

※２　教育委員会　教育長　　高　　絹子　　氏

※３　教育委員会　委員　　　石川　武志　　氏

※４　監査委員　　　　　　　永井　兵嗣　　氏

※５　監査委員　　　　　　　杉木　　勉　　氏

※６　人権擁護委員　　　　　上野富志子　　氏
　　　　　　　　　　　　　　長濱　重信　　氏
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新副議長が就任！ ［議案第99号］
　新たに副議長を決める
選挙が行なわれ、選挙した
結果、久保吉彦議員が副議
長に当選しました。

平成28年度七尾市一般会計補正予算（第5号）
【主な内容】
●河川等災害復旧事業費 … 917万円
　※  9月28日、29日の豪雨による災害応急対

策にかかる機械借上げおよび復旧工事

豪雨による被災状況
久保吉彦　議員（60歳）
　期別＝４期　会派＝等政会

　10月31日、11月１・２・９日の期間で、市内９カ所を３班に分かれて各コミュニティセンター、公民館へ出向いて、今年度２回
目の「市民と議会との懇談会」を開催しました。今回も地域ごとに多くの方々にご参加いただきまして、誠にありがとうござい
ました。
　懇談会では、９月定例会の概要、平成27年度歳入歳出決算の概要、政務活動費についての説明を行った後、意見交換会を行
い、数多くの意見や質問のほか、地域の課題や要望なども出されました。
　七尾市議会としては、ここで出た意見や要望等をしっかりと対応していきたいと思います。

市民と議会との懇談会（平成28年度第２回議会報告会）

★田鶴浜地区コミュニティセンター
　10月 31日（月）19：00～
　　【参加人数　19人】

≪主な質問≫
・七尾中学校の通学問題　・政務活動費
・コミュニティセンター
・公共施設管理
・学校トイレの洋式化

★能登島地区コミュニティセンター
　10月 31日（月）19：00～
　　【参加人数　17人】

≪主な質問≫
・農業関係補助金
・保育園保育料の算定基準
・イノシシ駆除後の処理

★和倉公民館
　11月１日（火）19：00～
　　【参加人数　10人】

≪主な質問≫
・政務活動費
・市道和倉２号線の拡幅
・イノシシ対策

★崎山地区コミュニティセンター
　11月１日（火）　19：00～
　　【参加人数　７人】

≪主な質問≫
・イノシシ問題　・北星小学校跡地利用
・コミュニティセンターのあり方
・崎山川周辺問題

★徳田公民館
　11月２日（水）19：00～
　　【参加人数　38人】

≪主な質問≫
・通学路の危険箇所の早期整備
・通学距離、通学方法
・都市計画税の活用

★南大呑地区コミュニティセンター
　11月２日（水）　19：00～
　　【参加人数　25人】

≪主な質問≫
・旧有礒小学校跡地利用
・有害鳥獣（イノシシ、熊）問題
・路線バス問題
・介護保険料

★東湊地区コミュニティセンター
　10月 31日（月）19：00～
　　【参加人数　16人】

≪主な質問≫
・外環状線東側の早期着工整備
・万行区画整理事業対策
・万行遺跡の活用
・都市計画区域の見直し

★西湊公民館
　11月１日（火）19：00～
　　【参加人数　19人】

≪主な質問≫
・学校跡地利用
・地域イベントのバックアップ
・防災関係（名簿、避難など）

★寄合い処みそぎ（御祓公民館）
　11月９日（水）19：00～
　　【参加人数　21人】

≪主な質問≫
・御祓川の環境美化
・駅前のにぎわい創出
・町会地番の統一
・でか山の補助金増額

南大呑地区コミュニティセンター 徳田公民館 寄合い処みそぎ
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　現在、七尾市議会政務活動費は、半期ごとに会派もしくは議員に交付されており、情報公開請求により閲覧可能と
なっています。
　昨今の政務活動費の関心が高まっている中、七尾市議会としても開かれた議会を目指して、ホームページ等の公開
について迅速に対応していくため、以下のとおり来年度より実施することになりました。

１．公開方法 … ○ホームページの公開 →　政務活動費収支報告一覧
 ○議会だよりの掲載 →　政務活動費収支報告一覧
 ○簡易な閲覧　　　 →　収支報告書に添付された全関係書類

２．公開時期 … ○平成29年８月から公開実施

政務活動費の公開に向けて！

議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご感想を
お寄せください。なお、議会の会議録については、市内各図
書館（中央・本府中・田鶴浜・中島）および能登島地区コミュ
ニティセンターに備えてあるほか、市のホームページでも
閲覧できるようになっていますので、ご覧ください。

議 会 の 動 き

11月  4日 全国高速自動車道市議会協議会理事会（東京都）

 7日 平成28年第１回臨時会

 9日 全国温泉所在都市議会議長協議会
　正副・監事会議並びに役員会（東京都）

10日 能登五市議会議員会研修会（輪島市）

11日 農業農村整備事業要望活動（東京都）

14日 石川県市議会議長会知事要望（金沢市）

15日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会定例会

〃 議会改革特別委員会

16日 総務企画常任委員会

〃 産業建設常任委員会

21日 教育民生常任委員会

26日 議会運営委員会

28日 予算常任委員会協議会

〃 能越自動車道要望活動（新潟県）

12月  2日 議会運営委員会

 5日 平成28年第４回定例会（～20日）

 1月 17日 能登五市議会議長会定期総会

24日 平成29年第１回臨時会

　教育民生常任委員会副委員長が空席となってい
たため、委員会内で互選した結果、伊藤厚子議員
が新たに副委員長となりました。

●教育民生常任委員会
　　　　副委員長　　伊藤厚子　議員

教育民生常任委員会の副委員長

　昨年度は北陸新幹線
効果もあって全国各地
から数多くの行政視察
を受け入れしました
が、今年度も数多く七
尾市の取り組みについ
て行政視察に訪れてい
ただいています。特に、
スポーツ合宿事業につ
いては全国的に注目を
集めている取り組みで
あり視察の半数を占め
ている状況です。

全国から多くの行政視察を受け入れ！
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